
経
営
力
の
高
い
農
家
が
出
れ
ば

土
地
は
動
き
規
模
拡
大
が
進
む

農
業
は
停
滞
産
業
、
表
退
産
業
と
言
わ

れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、

高
成
長
し
て
い
る
農
家
や
企
業
が
あ
る
。

農
業
生
産
法
人
佛
旦
千
花

（大
槻
洋
光
会

長
）
は
、
６
年
前
に
農
業
分
野
に
新
規
参

入
し
た
。
現
在
の
経
営
面
積
は
１２

・
８
ｈａ

で
あ
る
が
、
今
年
中
に
は
２０
ｈａ
を
達
成
し
、

３
年
後
５０
ｈａ
を
目
指
し
て
い
る
。
品
種
改

良
に
よ
る
新
品
種
の
市
場
創
造
力
、
農
業

参
入
以
前
の
ビ
ジ
ネ
ス
で
培
っ
た
営
業
販

売
力
が
成
長
要
因
だ
。

営
業
販
売
力
さ
え
あ
れ
ば
、
農
業
分
野

で
も
成
長
企
業
に
な
れ
る
。
今
の
農
家
に

欠
け
て
い
る
の
は
、
自
分
の
生
産
物

（農

産
物
）
を
売
る
力
で
あ
る
。
ま
た
、
農
業

志
向
が
強
く
、
経
営
力
が
あ
れ
ば
、
株
式
「

会
社
で
も
農
地
を
取
得
し
、
い
く
ら
で
も

規
模
拡
大
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
。
農
家

の
高
齢
化
に
伴
う
リ
タ
イ
ア
、
離
農
が
激

増
し
て
い
る
今
日
、
経
営
者
能
力
の
高
い

農
家
が
出
現
す
れ
ば
、
農
地
は
い
く
ら
で

も
動
く
。
農
業
新
時
代
の
到
来
だ
。

異
分
野
の
株
式
会
社
で
あ
っ
た
旦
千
花

が
、
い
か
に
し
て
農
地
を
取
得
し

（購
入

を
含
む
）
、
農
業
分
野
の
成
長
企
業
に
な

っ
た
か
。
そ
の
実
践
を
見
れ
ば
、
農
業
新

時
代
の
到
来
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。

旦
千
花
は
、
東
京
江
戸
川
を
主
産
地
と

す
る
小
松
菜
を
品
種
改
良
し
、
「江
戸
美
」

（小
松
業
の
大
型
化
）
を
開
発
し
た
。
こ

れ
を
市
場
流
通
に
頼
ら
ず
、
す
べ
て
ホ
テ

ル

・
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
直
接
販
売
し
、

販
路
を
拡
大
し
た
。
江
戸
業
は
き
れ
い
に

洗
浄
し
た
後
、
マ
ヽ
―
ト
ラ
ッ
パ
ー
十
と

呼
ば
れ
る
布
袋
に
入
れ
て
出
荷
す
る
。
ほ

ぼ
１
０
０
％
使
用
で
き
る
江
戸
業
は
歩
留

ま
り
が
良
い
。
厨
房
で
洗
う
手
間
も
不
要
。

こ
う
し
た
売
り
方
の
工
夫
が
販
路
拡
大
の

秘
訣
の
よ
う
だ
。

安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
美
味
し
い
野
菜

の
栽
培
を
目
指
し
、
化
学
肥
料
や
農
薬
の

使
用
を
通
常
の
５０
％
以
下
に
抑
え
、
千
葉

県
の

「ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
の
認
証
を
受

け
て
い
る
。

現
在
、
ズ

ッ
キ
ー
ニ
を
品
種
改
良
し
た

新
製
品
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、

少
量
だ
が
、
赤
軸
ほ
う
れ
ん
車
や
ル
ッ
コ

ラ
な
ど
も

ハ
ウ
ス
栽
培
し
て
お
り
、
野
菜

の
多
角
化
を
狙

っ
て
い
る
。
売
上
高
は
現

在
２
億
４
０
０
０
万
円

（２
０
０
７
年
見

込
み
）
で
あ
る
が
、
５０
ｈａ
経
営
を
実
現
し

た
際
の
売
上
目
標
は
１６
億
円
で
あ
る
。

小
松
菜
の
新
品
種

「江
戸
菜
」

布
袋
で
包
ん
で
出
荷

旦
千
花
が
農
業
経
営
者
に
な
っ
た
の
は

２
０
０
１
年
で
あ
る

（農
地
法
３
条
申

士口
。
同
社
は
、
「江
戸
菜
」
の
開
発
に
成

功
し
、
市
場
の
エ
ー
ズ
を
獲
得
、
ほ
か
の

誰
も
真
似
で
き
な
い
独
占
商
品
の
供
給
者

と
し
て
高
成
長
し
て
い
る
。
顧
客
は
ホ
テ

ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ
つ
て
、
市
場
流
通

し
て
い
な
い
。
現
在
、
千
葉
県
人
街
市
を

中
心
に
借
地
を
含
め
て
１２

・
８
ｈａ
経
営
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
契
約
栽
培
農
家
が

２
人

（計
４
ｈａ
）
あ
る
。

人
街
市
の
農
場
を
訪
問
し
た
。
江
戸
菜

を
見
せ
て
も
ら
う
と
、
確
か
に
、
「
小
松

菜
」
で
は
あ
る
が
、
通
常
よ
り
３
倍
く
ら

い
大
き
い
。
茎
が
大
く
、
ガ
ッ
チ
リ
と
し

た
野
業
で
あ
る
。
通
常
、
大
き
く
育
て
る

と
、
食
味
が
低
下
す
る
。
し
か
し
、
江
戸

菜
は
小
松
業
の
栄
養
価
、
食
味
は
そ
の
ま

ま
に
、
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
あ
っ
て
美
味

し
い
と
評
判
の
よ
う
だ
。

栽
培
時
に
は
、
５
０
０
０
～
１
万
倍
に

希
釈
し
た
植
物
活
性
酵
素

（注
）
を
葉
の

『農業 先進国型産業論』(1982年 )の発表から26
年。その後も F日 本よ農業国家たれ』、 F農業ルネ
ッサンス』などで未来の日本農業を予言した叶氏
が、改めて新時代の農食産業 関連業界の企業を
訪ね、農業の可能性を考える。1943年庇児島県奄
美大島生まれ。元 財団法人国民経済研究協会理
事長。元 拓殖大学国際開発学部教授。現在、帝
京平成大学現代ライフ学部教授。
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裏
側
の
葉
脈
に
散
布
す
る
。
こ
れ
が
光
合

成
作
用
を
助
け
、
生
育
促
進
、
品
質
向
上

（糖
度
、
香
り
、
風
味
、
食
味
向
上
）
に

つ
な
が
り
、
大
き
く
な

っ
て
も
食
味
が
良

い
よ
う
だ
。
選
抜
で
大
型
化
し
、
酵
素
の

力
で
食
味
を
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
酵
素

の
散
布

の
仕
方
が
ノ
ウ
ハ
ウ
の
よ
う
だ
。

（と
…
こ
の
植
物
活
性
酵
素
は
黒
砂
糖
を
ベ
ー
ス

に
、
果
実
類
、
穀
類
、
海
草
な
ど
５０
種
類
の
原
料

を
使
用
し
、
微
生
物

（発
酵
菌
）
に
よ
る
培
養

・

発
酵
を
重
ね
た
も
の
で
あ
る
。
主
な
成
分
と
し
て

ア
ミ
ノ
酸
、
糖
分
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
含
ん
で
い

る
。
植
物
の
光
合
成
を
活
発
に
し
、
植
物
の
潜
在

能
力
を
引
き
出
す
と
言
わ
れ
る
）

ハ
ウ
ス
栽
培
は
２
ｈａ

（冬
場
と
台
風
時

用
）
だ
け
で
、
残
り
は
露
地
栽
培
で
あ
る
。

運
作
障
害
が
あ
る
の
で
、
ム
ギ
や
緑
肥
と

輸
作
体
系
を
組
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
畑

の
調
整
が
必
要
で
あ
る

一
方
、
江
戸
菜
は

需
要
が
伸
び
て
い
る
た
め
、
畑
は
不
足
し

て
い
る
よ
う
だ
。
図
１
に
示
す
よ
う
に
、

経
営
耕
地
は
急
拡
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
作
目
は
江
戸
菜
だ
け

で
あ
っ
た
が
、
昨
年
後
半
か
ら
多
様
化
し

て
い
る
。
青
香
菜
の
栽
培
を
始
め
、
さ
ら

に
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、
赤
軸
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、

ル
ツ
コ
ラ
な
ど
も
研
究
し
て
い
る
。

旦
千
花
の
野
菜
の
特
徴
は
、
「大
き
く

て
も
食
味
が
良
い
」
と
い
う
だ
け
で
は
な

い
。
そ
の
売
り
方
に
も
特
徴
が
あ
る
。
き

れ
い
に
洗
浄
し
た
後
、
保
湿
性
、
通
気
性

に
富
む
布
袋
に
包
ん
で
出
荷
す
る
。
洗
浄

な
ど
の
下
処
理
し
た
江
戸
菜
を

「
ミ
ー
ト

ラ
ッ
パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
食
肉
用
の
布
で

包
ん
で
取
引
先
の
厨
房
に
直
接
、
自
社
便

で
納
め
て
い
る
。
布
袋
は
立
て
て
逗
ぶ
の

で
、
鮮
度
が
良
い
。

洗
浄
し
て
あ
る
の
で
、
厨
房
で
洗
う
手

江戸菜の鮮度を維持するため、洗浄後に食肉用の「ミートラッパー」に包み、立てた
状態で保管 輸送する。

小松菜を品種改良して開発した「江戸菜」。

間
が
省
け
る
。
ま
た
、
ほ

ぼ
１
０
０
％
使
え
る
の
で

歩
留
ま
り
が
よ
い
。
つ
ま

り
、
ゴ
ミ
が
出
な
い
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
売
り
方
が
ユ

ー
ザ
ー
に
歓
迎
さ
れ
て
い

る
。
野
菜
を
布
袋
に
包
ん

で
出
荷
す
る
な
ど
、
世
界

広
し
と
言
え
ど
同
社
だ
け

で
あ
ろ
う
。
輸
送
は
自
社

便
で
、
４
ｔ
車
ト
ラ
ッ
ク

（
ロ
ン
グ
）
や
ｌ
ｔ
ト
ラ

ツ
ク
な
ど
７
台
が
都
内
を

走

っ
て
い
る
。

現
在
、
出
荷
量
は
月
間
詢
ｔ
で
あ
る

（当
面
の
目
標
は
１
日
３
ｔ
、
月
間
１
０

０
ｔ
、
年
１
２
０
０
ｔ
で
あ
る
）
。
大
規

模
農
場
に
な
る
と
、
野
菜
の
収
穫
、
さ
ら

に
洗
浄
は
労
力
が
掛
か
る
。
そ
こ
で
、
同

社
は
収
穫
機
の
ほ
か
、
自
動
洗
浄
機
を
自

主
開
発
し
た
。
年
間
を
通
し
て
平
均
し
て

仕
事
を
や
る
に
は
こ
れ
し
か
な
い
と
言
う

大
槻
会
長
の
夢
が
叶
っ
た
の
だ
。
こ
の
野

菜
洗
浄
機
も
日
本
唯

一
の
も
の
だ

（実
用

新
案
）
。

従
来
は
、
１
日
当
た
り
３
ｔ
の
野
菜
を

・５
人
で
洗
浄
し
て
い
た
が
、
こ
の
自
動
洗

浄
機
を
使
う
と
、
１
日
当
た
り
５
ｔ
洗
浄

で
き
、
人
数
も
７
～
８
人
で
済
む
。
洗
浄

の
人
件
費
は
３
分
の
１
に
低
下
し
た
。

自
社
用
の
機
械

・
器
具
の
製
作
室
も
あ

り
、
旋
盤
や
ボ
ー
ル
盤
と
い
っ
た
工
作
機

械
が
数
台
並
が
。
普
通
の
農
家
に
は
な
い

部
門
だ
。
工
作
技
術
を
持
つ
、
日
立
製
作

所
な
ど
機
械
メ
ー
カ
ー
の
定
年
Ｏ
Ｂ
を
３

人
雇
用
し
て
い
る
。
こ
の
部
門
は
走
年
制

な
し
。
給
料
は
安
い
が
、
い
つ
ま
で
い
て

も
い
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
大

槻
会
長
は

「道
楽
」
と
称
し
て
い
る
が
、

同
社
の
必
要
な
機
械
は
す
べ
て
自
社
製
作

し
、
機
械
が
壊
れ
た
ら
す
ぐ
直
し
て
く
れ

る
。
在
原
製
作
所
な
ど
か
ら
も
頻
繁
に
見

学
者
が
訪
れ
る
と
い
う
。

株
式
会
社
で
農
業
生
産
法
人
を
取
得

規
模
拡
大
は
倍
地
と
購
入
が
半
々

旦
千
花
は
、
も
と
も
と
は
健
康
食
品
の

卸
販
売
会
社
で
あ
る
。
小
松
業
の
生
産
が

24
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(注 )所有地は会長個人と会社所有を含む。
農地生産法人取得は2005年度

図1株)旦千花の農地取得の推移
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盛
ん
な
江
戸
川
区

（東
京
）
に
立
地
し
て

い
た
。
異
業
種
交
流
会
に
参
加
し
た
際
、

「
た
だ
小
松
業
を
売
る
だ
け
で
は
面
白
く

な
い
。
漬
物
に
し
た
ら
ど
う
か
」
と
生
産

者
に
提
案
し
、
加
工

・
販
売
を
引
き
受
け

る
こ
と
に
し
た
。
「区
民
祭
り
」
に
出
展

す
る
た
め
、
小
松
菜
で
漬
物
を
作

っ
て
み

た
が
、
小
松
菜
は
茎
が
細
く
歩
留
り
が
悪

い
た
め
、
良
い
商
品
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
大
き
く
育
て
た
ら
ど
う
か
と

考
え
、
植
物
活
性
酵
素
を
用
い
て
、
小
松

業
の
品
種
改
良
も
手
掛
け
始
め
た

（１
９

９
５
年
頃
）
。
約
３
年
、
研
究
と
選
抜
を

繰
り
返
し
、
新
品
種

「江
戸
菜
」
の
開
発

（小
松
菜
の
大
型
化
）
に
成
功
し
た
。
誰

も
作
れ
な
い
独
占
品
種
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
漬
物
用
と
し
て

開
発
し
た
の
で
あ
る
が
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス

ト
ラ
ン
の
料
理
人
た
ち
か
ら
厨
房
の
中
で

の
使
い
勝
手
の
よ
さ
か
ら
歓
迎
さ
れ
、
生

鮮
野
菜
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
が
広
が
っ
た
。

江
戸
菜
は
、
当
初
、
千
葉
県
下
の
農
家

に
栽
培
委
託
し
て
い
た
が
、
品
質
面
に
問

題
が
あ
っ
た
た
め
、
自
ら
畑
を
借
り
て
栽

培
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
０
１
年
に
、
大
槻
会
長
が
農
地
法

３
条
申
請
で
農
業
者
と
し
て
認
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
翌
２
０
０
２
年
１１
月
、
初

め
て
農
地
取
得

（２

・
３
ｈａ
、
所
有
権
）

し
た

（会
長
個
人
所
有
）
。
た
だ
し
、
３

条
申
請
の
前
に
、
実
績
作
り
と
し
て
借
地

“

農
業
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る

（１
９
９

圃
場
が
あ
る
千
葉
と
東
京
間
の
輸
送
に
使
用
す
る
４
ｔ
ト
ラ

ッ
ク
。
地
方
へ
は
ク
ー
ル
便
で
送
る
が
、
東
京
都
内
へ
の
輸

送
は
す
べ
て
自
社
の
ト
ラ
ッ
ク
で
行
な
う
。
配
達
先
は
、
都

内
だ
け
で
も
２
０
０
０
箇
所
に
及
ぶ
。

７
年
か
ら
、
千
葉
県
八
街
市
近
郊
で
５０
ａ

借
地
農
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
）
。
こ
の
実
績

が
農
業
委
員
会
に
認
め
ら
れ
て
、
３
条
申

請
が
受
理
さ
れ
農
業
者
と
し
て
認
め
ら

れ
、
２
０
０
２
年
の
農
地
取
得

（購
入
）

に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

２
０
０
５
年
に
は
、
旦
千
花
が
農
業
生

産
法
人
を
取
得
し
た
。
売
上
高
の
過
半
は

農
業
で
あ
る
と
か
、
役
員
の
過
半
は
農
業

に
常
時
従
事
す
る
等
の
４
つ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
株
式
会
社
の
農

業
生
産
法
人
取
得
は
千
葉
県
下
で
２
件
目

の
取
得
で
あ
る

（２
０
０
０
年
農
地
法
改
正
で
、

農
業
生
産
法
人
の
一
形
態
と
し
て
株
式
会
社
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
）。
農
業
生
産
法
人

で
あ
れ
ば
農
地
を
買
え
る
た
め
、
も
う
株

式
会
社
で
あ

っ
て
も
、
農
地
購
入
に
制
約

は
な
い
。
実
際
、
２
０
０
６
年
に
は
２

・

７
ｈａ
買

い
足
し
た
。
条
件
が
合
う
農
地
の

出
物
が
あ
れ
ば
、
農
業
用
途
と
し
て
な
ら

自
由
に
い
く
ら
で
も
買
え
る
の
で
あ
る

（も
ち
ろ
ん
、
農
業
委
員
会
の
審
査
は
権
利
移
動

１
件
１
件
の
個
別
審
査
で
あ
る
）。

農
家
の
高
齢
化
は
激
し
い
。
平
均
年
齢

が
８０
歳
以
上
の
地
区
も
あ
る
。
こ
う

い
う

状
況
で
あ
る
か
ら
、
毎
年
、
誰
か
が
離
農

し
て
い
く
。
借
地
は
い
く
ら
で
も
増
や
せ

る
時
代
に
な

っ
た
。
売
買
も
多
い
よ
う
だ
。

大
槻
会
長
は
、
「毎
年
、
ド
ー
ン
と
土
地

が
出
る
。
規
模
拡
大
は
い
く
ら
で
も
で
き

る
」
と
言

つヽ
。

さ
ら
に
２
０
０
６
年
、
旦
千
花
は
千
葉

県
八
街
市
の
認
定
農
業
者
に
認
定
さ
れ

た
。
′ま
た
、
同
年
、
旦
千
花
が
生
産
す
る

江
戸
美
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ダ
イ
コ
ン
が
、

千
葉
県
か
ら

「ち
ば
エ
コ
農
産
物
」
と
し

て
認
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
旦
千
花

は
株
式
会
社
で
あ
り
な
が
ら
、
農
業
者
の

道
を

一
直
線
に
歩
ん
で
い
る
。
そ
の
努
力

が
農
業
生
産
法
人
と
し
て
の
評
価
を
獲
得

し
、
今
日
の
企
業
成
長
の
源
を
作

っ
て
い

フつ
。２
０
０
７
年
５
月
現
在
、
旦
千
花
の
経

営
規
模
は
、
会
長
個
人
と
会
社
所
有
を
合

わ
せ
て
所
有
地
５

・
７
ｈａ
、
借
地
７

・
１

ｈａ
、
合
計
１２

・
８
ｈａ
で
あ
る
。
今
年
中
に

２０
ｈａ
へ
の
拡
大
を
見
込
ん
で
い
る

（４
～

５
ｈａ
ま
と
ま

っ
た
出
物
も
あ
る
の
で
３０
ｈａ

自社で製作した野菜洗浄機。→

↓圃場がある千栗の事務所には厨房も

完備している。ホテルや外食の担当者

に対し、江戸栗などを調理してみせる。

江戸栗のほか、ダイコンイやズッキー

ニなどの生産も手控Hする。こちらもあ

えて肥大させる。

農業経営者 2007年 3月号



の
可
能
性
も
皆
無
で
は
な
い
と
い
う
）
。

３
年
後
は
５０
ｈａ
を
目
指
し
て
い
る
。
規
模

拡
大
は
借
地
と
購
入
を
半
々
で
計
画
し
て

い
る
。
購
入
に
当
た
っ
て
は
、
Ｌ
資
金
が

役
立
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

借
地
契
約
は
、
期
間
３
～
５
年
が
多
い

よ
う
だ
。
畑
は
サ
ブ
ソ
イ
ラ
等
を
使
用
し

て
３
年
目
で
や
っ
と
使
え
る
よ
う
に
な
る

も
の
が
あ
る
。
大
槻
会
長
は
、

「借
地
を
し
た
ら
１０
年
く
ら
い
は
使
い

た
い
。
３
年
で
返
還
を
求
め
ら
れ
る
よ
う

な
ら
投
資
は
し
た
く
な
い
。
２０
年
借
地
と

言
っ
た
ら
、
貸
し
て
も
ら
え
な
く
な
る
だ

ろ
つヽ
」
と
一一一一日ヽ
つ
。

ま
た
、
土
地
代
は
コ
ス
ト
に
入
る
ほ
ど

の
額
で
は
な
い
と
言
う
。
江
戸
菜
は
１０

ａ

当
た
り
、
２
回
転
で
５
～
６
ｔ
生
産
で
き

る
。
１０

ａ
当
た
り
粗
収
入
は
２
０
０
万
円

で
あ
る

（
５
ｔ
×
４
０
０
円
／
略
）
。
借

地
料
は
１０

ａ
当
た
り
１
万
５
０
０
０
円
で

あ
る
か
ら
、
売
上
に
占
め
る
土
地
代

コ
ス

ト
は
０

・
７
％
で
あ
る
。
「
地
価
が
高

い

か
ら
農
業
の
競
争
力
が
な
い
」
な
ど
の
世

迷

い
ご
と
は
、
経
営
力
の
な
い
人
の
言
う

こ
と
で
あ
ろ
う
。

営
業
が
一
番
得
意

中
国
へ
の
ネ
ギ
輸
出
を
目
指
す

大
槻
会
長

（１
９
４
２
年
生
）
の
家
族

は
、
終
戦
後
、
宮
城
県
に
開
拓
で
入
植
し

た
。
中
学
卒
業
後
、
上
京
し
、
ポ
ー
ラ
化

粧
品
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
や
医
療
機
器
の
販

売
、
健
康
食
品
の
販
売
の
仕
事
に
従
事
し
、

全
国
を
飛
び
回
っ
た
。
こ
の
と
き
の
経
験

が
、
新
製
品

「江
戸
菜
」
の
市
場
開
拓
に

役
立
っ
た
。

顧
客
開
拓
の
た
め
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ

テ
ル
を

一
軒

一
軒
回
っ
た
。
サ
ン
プ
ル
の

江
戸
菜
を
持
っ
て
、
お
店
の
忙
し
い
時
間

を
避
け
、
朝
９
～
１１
時
、
午
後
は
１
時
半

～
４
時
に
、
店
の
裏
口
か
ら
入
り
、
厨
房

に
売
込
み
を
図
っ
た
。
飛
び
込
み
で
、
直

接
、
料
理
長
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
た
の
で
あ

る
。
組
織
化
さ
れ
た
会
社
や
学
校
給
食
で

は
、
用
度
係
を
通
す
の
が
普
通
で
あ
る
が
、

従
来
の
流
通
経
路
を
破
壊
し
た
の
で
あ

フつ
。素
材
を
実
際
に
使
う
料
理
長
に
売
り
込

む
方
法
が
成
功
し
た
よ
う
だ
。
大
槻
会
長

は

「自
分
は
営
業
が

一
番
得
意
」
と
語
る
。

現
在
、
取
引
先
は
約
１
５
０
０
社
あ
る
。

業
務
用
向
け
の
販
売
で
あ
り
、
市
場
流
通

は
な
く
、　
一
般
消
費
者
向
け
は
販
売
し
て

い
な
い
。
取
引
先
は
ト
ッ
プ
シ
エ
ア
で

７
％
、
上
位
３
社
で
１５
％
程
度
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
特
定
の
大
口
に
依
存
し
て
い
な

い
。
ひ
と
つ
の
リ
ス
ク
管
理
の
あ
り
方
で

あ

ろ

つヽ
。

今
、
大
槻
会
長
は
、
農
地
集
め
に
忙
し

い
。
江
戸
菜
の
売
れ
行
き
は
好
調
で
、
さ

ら
に
ズ

ッ
キ
ー
ニ
や
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
な
ど

に
作
目
を
多
角
化
し
始
め
た
。
加
え
て
、

輪
作
体
系
を
取
る
た
め
、
調
整
用
の
回
場

が
必
要
で
あ
り
、
江
戸
菜
が
伸
び
れ
ば
そ

の
倍
の
農
地
需
要
が
必
要
だ
か
ら
だ
。
輪

作
体
系
を
貫
徹
す
る
た
め
に
は
、
最
低
５０

ｈａ
は
必
要
だ
と
言
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

実
現
可
能
性
を
見
通
し
て
い
る
。
高
齢
化

に
伴
う
農
家
の
離
農
が
目
白
押
し
だ
か
ら

だ
。農

家
の
リ
タ
イ
ア
、
離
農
が
激
増
を
見

せ
る
今
日
、
「
農
地
規
制
」
が
農
業
発
展

の
主
要
因
と
す
る
説
は
、
も
は
や
″神
話
〃

に
な
り

つ
つ
あ
る
。
農
業
者
と
し
て
経
営

力
さ
え
あ
れ
ば
、
い
く
ら
で
も
規
模
拡
大

で
き
る
時
代
に
な

っ
た
。
規
模
拡
大
の
進

展
は
供
給
側
の
問
題
で
は
な
く
、
需
要
側

の
問
題
で
あ
る
。
旦
千
花
の
実
践
は
、
そ

れ
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。

大
棚
会
長
の
夢
は
、
中
国
に
、

エ
ン
ジ

ン
、
ネ
ギ
、
サ
ト
イ
モ
、
人
街
南
京
豆
を

輸
出
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ネ
ギ
は
、
セ
ー

フ
ガ
ー
ド

（緊
急
輸
入
制
限
措
置
）
の
発

動
に
踏
み
切

っ
た
く
ら

い

（
２
０
０
１

年
）
、
日
中
農
産
物
摩
擦

の
象
徴
的
な
作

物
で
あ
る
。
そ
れ
を
日
本
側
か
ら
輸
出
し

よ
う
と
言
う

の
で
あ
る
。
「
日
本
の
美
味

し
い
野
業
は
売
れ
る
」
と
い
う
確
信
が
あ

る
よ
う
だ
。

鞄

農業経営者 2007年 8月号


